






















要約:健康で異常が認められない幼児 18 名を対象に推定一日排泄(摂取)ソルト量の推計公

式 

(y=3.767+0.848x、r=0.658)の認定と、その運用についての基礎実験排泄(摂取)レベルと体

型別一日推定排泄量は標準型に比し、5g 以下の出現比は低レベル。に対し 6.1g 以上のレ

ベルは高く中でも 50%以上者に著しい。肥満と各要因との関連は、尿量、早朝尿中ソルト

排泄量、身長、体重、に+方向、食品摂取品目数は一方向であった。以上により減塩指導の

背景には肥満指導の効果が大きいと考えられる。 


